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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
内視鏡挿入部の先端部に配設された撮像素子の基板と、プロセッサ装置に接続されるコネ
クタ部に配設された基板とを接続する多数本の信号線から成るケーブルを備えた電子内視
鏡装置において、
前記信号線のうち、複数の保護トランジスタバイアス用信号線を分散配置したことを特徴
とする電子内視鏡装置。
【請求項２】
内視鏡挿入部の先端部に配設された撮像素子の基板と、プロセッサ装置に接続されるコネ
クタ部に配設された基板とを接続する多数本の信号線から成るケーブルを備えた電子内視
鏡装置において、
前記信号線のうち、保護トランジスタバイアス用信号線を前記ケーブルの中央に配置した
ことを特徴とする電子内視鏡装置。
【請求項３】
内視鏡挿入部の先端部に配設された撮像素子の基板と、プロセッサ装置に接続されるコネ
クタ部に配設された基板とを接続する多数本の信号線から成るケーブルを備えた電子内視
鏡装置において、
前記信号線のうち、保護トランジスタバイアス用信号線を他の信号線より太くしたことを
特徴とする電子内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
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【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は電子内視鏡装置に係り、特に保護トランジスタバイアス用の信号線を有するケー
ブルを備えた電子内視鏡装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
ＣＣＤ（撮像素子）を用いた内視鏡では、ＣＣＤ基板に多数本の信号線が接続されており
、この信号線を介してＣＣＤの駆動信号、例えば、電源、垂直レジスタ転送クロック、水
平レジスタ転送クロック、リセットゲートクロック、電子シャッタークロック、保護トラ
ンジスタバイアス、ＣＣＤ出力、グランドなどの信号が伝達される。各信号線は極めて細
径であり、断線しやすいため、絶縁テープやスリーブ等の結束手段で束ねて一本のケーブ
ルとした後、内視鏡挿入部に挿通され、プロセッサ装置とのコネクタ部に配した基板に接
続される。
【０００３】
特許文献１には、複数の信号線を内視鏡挿入部の湾曲部の後方で結束してケーブルを構成
するとともに、そのケーブルの先端と内視鏡挿入部の先端部とを芯線で接続した内視鏡が
記載されている。この特許文献１によれば、信号線が断線する前に芯線が断線する。した
がって、芯線の断線を検出することによって、信号線の断線を予防することができる。
【０００４】
【特許文献１】
特開２００１－２６９３０９号公報
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、特許文献１の内視鏡は、信号線とは別に検出用の芯線を設けなければなら
ず、複雑な構造であるという問題があった。このため、簡単な構造で信号線の断線を防止
できる電子内視鏡装置が要望されている。特に、保護トランジスタバイアス用の信号線が
断線するとＣＣＤが直ちに発熱して破損するおそれがあるため、保護トランジスタバイア
ス用の信号線の断線を防止できる電子内視鏡装置が要望される。
【０００６】
本発明はこのような事情に鑑みてなされたもので、保護トランジスタバイアス用信号線が
断線することを防止できる電子内視鏡装置を提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
請求項１記載の発明は前記目的を達成するために、内視鏡挿入部の先端部に配設された撮
像素子の基板と、プロセッサ装置に接続されるコネクタ部に配設された基板とを接続する
多数本の信号線から成るケーブルを備えた電子内視鏡装置において、前記信号線のうち、
複数の保護トランジスタバイアス用信号線を分散配置したことを特徴としている。
【０００８】
請求項１に記載の発明によれば、複数の保護トランジスタバイアス用信号線を分散配置し
たので、複数の保護トランジスタバイアス用信号線が同時に断線することを防止できる。
したがって、保護トランジスタバイアス用信号線の断線によってＣＣＤが破損することを
防止できる。
【０００９】
請求項２に記載の発明は前記目的を達成するために、内視鏡挿入部の先端部に配設された
撮像素子の基板と、プロセッサ装置に接続されるコネクタ部に配設された基板とを接続す
る多数本の信号線から成るケーブルを備えた電子内視鏡装置において、前記信号線のうち
、保護トランジスタバイアス用信号線を前記ケーブルの中央に配置したことを特徴として
いる。
【００１０】
請求項２に記載の発明によれば、保護トランジスタバイアス用信号線を、最も断線の生じ
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にくいケーブルの中央に配置したので、保護トランジスタバイアス用信号線の断線を防止
できる。また、保護トランジスタバイアス用信号線をケーブルの中央に配置したことによ
って、保護トランジスタバイアス用信号線が他の信号線より先に断線することを防止でき
る。他の信号線が断線すると、映像不良等の不具合が発生し、信号線の断線を発見できる
ので、保護トランジスタバイアス用信号線が断線することを防止できる。
【００１１】
請求項３に記載の発明は前記目的を達成するために、内視鏡挿入部の先端部に配設された
撮像素子の基板と、プロセッサ装置に接続されるコネクタ部に配設された基板とを接続す
る多数本の信号線から成るケーブルを備えた電子内視鏡装置において、前記信号線のうち
、保護トランジスタバイアス用信号線を他の信号線より太くしたことを特徴としている。
【００１２】
請求項３に記載の発明によれば、保護トランジスタバイアス用信号線を他の信号線より太
くしたので、保護トランジスタバイアスの信号線が他の信号線よりも先に断線することを
防止できる。
【００１３】
【発明の実施の形態】
以下添付図面に従って本発明に係る電子内視鏡装置の好ましい実施の形態について詳述す
る。
【００１４】
図１は、本発明に係る電子内視鏡装置の実施形態を示す斜視図である。
【００１５】
図１に示す電子内視鏡装置１０は、手元操作部１２と、この手元操作部１２に接続された
挿入部１４を備え、挿入部１４は、挿入軟性部１６、湾曲部１８、及び先端部２０から構
成される。湾曲部１８は、手元操作部１２に設けられた一対のアングルノブ２２、２２を
回動させることによって遠隔的に湾曲操作され、先端部２０が所望の方向に向けられる。
【００１６】
手元操作部１２には、鉗子等の処置具が挿入される鉗子口２４が設けられるとともに、フ
リーズスイッチ２６、吸引ボタン２８、送気・送水ボタン３０が並設される。また、手元
操作部１２には、ＬＧ（ライトガイド）軟性部３２を介してＬＧコネクタ３４が連結され
、このＬＧコネクタ３４には、不図示の光源装置に接続されるライトガイド棒３６が設け
られる。また、ＬＧコネクタ３４は電気ケーブル３８を介して電気コネクタ４０に接続さ
れる。図１の符号４２は、電気コネクタ４０の防水用キャップである。
【００１７】
図２に示すように、先端部２０には、対物光学系４４、ライトガイド４６、４６、送気・
送水管４８、鉗子管５０が配設され、対物光学系４４の後方には、基板５２に支持された
ＣＣＤ（固体撮像素子）５４が設けられる。このＣＣＤ５４の受光面に、対物光学系４４
から取り込まれた観察像が結像されると、観察像がＣＣＤ５４によって電気信号に変換さ
れる。そして、変換された電気信号が、基板５２に接続された多数本の信号線５６、５６
…を介して伝送され、図１の電気コネクタ４０からプロセッサ（不図示）に出力される。
プロセッサに出力された電気信号は、信号処理回路によって影像信号に変換された後、モ
ニタ（不図示）に出力される。
【００１８】
基板５２に接続された多数本の信号線５６、５６…は、シリコンテープ等から成る保護被
覆によって被覆され、結束される。このように多数本の信号線５６、５６…を結束してな
る一本のケーブル１１は、図１の挿入部１４、手元操作部１２、及びＬＧ軟性部３２に挿
通され、ＬＧコネクタ３４のケース内に配設されたドライブ基板５８に接続される。この
ケーブル１１の信号線５６、５６…を介して、ＣＣＤ５４の駆動信号、例えば、電源、垂
直レジスタ転送クロック、水平レジスタ転送クロック、リセットゲートクロック、電子シ
ャッタークロック、保護トランジスタバイアス、ＣＣＤ出力、グランドなどの信号がドラ
イブ基板５８に伝達される。以下、多数本の信号線５６のうち、保護トランジスタバイア
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ス用の信号を伝達するものを信号線５６Ａとし、他を信号線５６Ｂとする。
【００１９】
次に本発明の特徴部分であるケーブル１１の第１の実施形態について説明する。
【００２０】
図３は、ケーブル１１をその軸方向と直交する方向に切断した断面を模式的に示した図で
ある。
【００２１】
同図に示すように、ケーブル１１は、二本の保護トランジスタバイアス用の信号線５６Ａ
、５６Ａと多数本の他の信号線５６Ｂ、５６Ｂ…とから成り、二本の信号線５６Ａ、５６
Ａは、ケーブル１１の外周部で対極となる位置に分散配置され、その二本の信号線５６Ａ
、５６Ａの間に他の信号線５６Ｂ、５６Ｂ…が配置されている。二本の信号線５６Ａ、５
６Ａは、基板５２、ドライブ基板５８の同じ端子に接続されており、一方の信号線５６Ａ
が断線しても他方の信号線５６Ａによって保護トランジスタバイアス用の信号を伝送する
ことができるようになっている。
【００２２】
このように構成されたケーブル１１によれば、信号線５６Ａ、５６Ａが分散配置されてい
るので、二本の信号線５６Ａ、５６Ａが同時に断線することを防止できる。さらに、分散
配置した二本の信号線５６Ａ、５６Ａの間に他の信号線５６Ｂが配置されているので、二
本の信号線５６Ａ、５６Ａが断線する前に、他の信号線５６Ｂの断線によって映像不良等
の不具合が発生し、二本の信号線５６Ａ、５６Ａの断線を防止できる。これにより、高価
なＣＣＤ５４の破損を防止できるので、補修費用を削減することができる。
【００２３】
なお、図３には、二本の信号線５６Ａ、５６Ａを設けた例を示したが、これに限定するも
のではなく、三本以上の信号線５６Ａを分散配置してもよい。例えば、図４に示すように
、三本の信号線５６Ａ、５６Ａ、５６Ａを均等な間隔で分散配置してもよい。
【００２４】
また、他の信号線５６Ｂ、５６Ｂ…の個数や配置は特に限定されるものではない。ただし
、信号線５６Ａと同径の信号線５６Ｂを信号線５６Ａの近傍に配置すると、信号線５６Ａ
が断線するのと略同時に信号線５６Ｂが断線するので、信号線５６Ａの断線を早期に発見
でき、もう一方の信号線５６Ａが断線することを防止できる。
【００２５】
図５は、ケーブル１１の第２の実施形態を示している。
【００２６】
同図に示すように、第２実施形態のケーブル１１は、保護トランジスタバイアス用の信号
線５６Ａが、ケーブル１１の軸方向と直交する断面において中央部に配置されている。こ
こで、信号線５６Ａを中央部に配置するとは、信号線５６Ａが他の信号線５６Ｂよりもケ
ーブル１１の中心軸側に配置されていることを意味する。
【００２７】
上記の如く、信号線５６Ａをケーブル１１の中央部に配置すると、ケーブル１１を大きな
曲率で屈曲させても、信号線５６Ａは断線しにくい。特に、他の信号線５６Ｂよりも中心
軸側に配置したことによって、他の信号線５６Ｂより先に信号線５６Ａが断線することを
防止できる。
【００２８】
なお、信号線５６Ａの本数は複数であってもよく、例えば図６に示すように、二本の保護
トランジスタバイアス用の信号線５６Ａ、５６Ａをケーブル１１の中央部に配置してもよ
い。
【００２９】
図７は、ケーブル１１の第３の実施形態を示している。
【００３０】
同図に示すように、信号線５６Ａは、他の信号線５６Ｂよりも太く形成されている。ここ
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で、信号線５６Ａが太いとは、他の信号線５６Ｂと比較して、信号線５６Ａの導線部６２
（図９参照）の線径ａが大きい場合、或いは被覆６４の厚みｂが大きい場合、あるいはそ
の両方であってもよい。また、図１０に示すように、信号線５６Ａとして二重構造のシー
ルド線を用いてもよい。この信号線５６Ａは、導線部６２の被覆６４のまわりを、細い導
線や金属箔から成る導体６６で覆い、さらに被覆６８で覆った構造になっている。
【００３１】
上記の如く、信号線５６Ａを他の信号線５６Ｂよりも太く形成すると、信号線５６Ａが断
線しにくくなるので、他の信号線５６Ｂよりも先に信号線５６Ａが断線することを防止で
きる。
【００３２】
なお、信号線５６Ａは、他の全ての信号線５６Ｂ、５６Ｂ…よりも太いことが好ましいが
、一部の信号線５６Ｂよりも太ければよい。
【００３３】
また、保護トランジスタバイアスの信号線５６Ａは、第２の実施形態と同様にケーブル１
１の中央部に配置することが好ましいが、図８に示すように、ケーブル１１の外周部に配
置してもよい。
【００３４】
なお、図１１に示すように、多数の信号線５６、５６…を基板５２から引き出す際、鉗子
管５０の反対側に寄せるとともに、この信号線５６を接着剤等によって固定するとよい。
これにより、信号線５６の引き出し方向が鉗子管５０の反対方向に固定されるので、ケー
ブル１１が鉗子管５０に干渉しにくくなり、ケーブル１１に不要な負荷がかかることを防
止できる。したがって、ケーブル１１に内装された信号線５６、５６…の断線の発生をさ
らに防止できる。
【００３５】
【発明の効果】
以上説明したように本発明に係る電子内視鏡装置によれば、複数の保護トランジスタバイ
アス用信号線を分散配置したり、保護トランジスタバイアス用信号線をケーブルの中央に
配置したり、或いは保護トランジスタバイアス用信号線を他の信号線よりも太くしたりす
るようにしたので、保護トランジスタバイアス用信号線が断線することを防止でき、ＣＣ
Ｄの損傷を防止できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る電子内視鏡装置を示す斜視図
【図２】先端部の内部構造を示す斜視図
【図３】本発明の特徴部分であるケーブルの第１の実施形態の構成を模式的に示す図
【図４】図３と異なる構成のケーブルを示す図
【図５】ケーブルの第２の実施形態の構成を模式的に示す図
【図６】図５と異なる構成のケーブルを示す図
【図７】ケーブルの第３の実施形態の構成を模式的に示す図
【図８】図７と異なる構成のケーブルを示す図
【図９】図７に示した保護トランジスタバイアス用信号線の構成を示す図
【図１０】図９と異なる構成の保護トランジスタバイアス用信号線の構成を示す図
【図１１】信号線の引き出し方向を指定した先端部の断面図
【符号の説明】
１０…電子内視鏡装置、１１…ケーブル、１２…手元操作部、１４…挿入部、１６…挿入
軟性部、１８…湾曲部、２０…先端部、２２…アングルノブ、２４…鉗子口、２６…フリ
ーズスイッチ、２８…吸引ボタン、３０…送気・送水ボタン、３２…ＬＧ軟性部、３４…
ＬＧコネクタ、３６…ライトガイド棒、３８…電気ケーブル、４０…電気コネクタ、４２
…防水用キャップ、４４…対物光学系、４６…ライトガイド、４８…送気・送水管、５０
…鉗子管、５２…基板、５４…ＣＣＤ、５６…信号線、５６Ａ…保護トランジスタバイア
ス用信号線、５６Ｂ…他の信号線、５８…ドライブ基板
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摘要(译)

要解决的问题：以分散的方式布置多个保护晶体管偏置信号线，在电缆
中心布置保护晶体管偏置信号线，或者使保护晶体管偏置信号线比其他
信号线更厚从而防止保护晶体管偏置信号线比其他信号线更早地断开。 
电子内窥镜设备（10）包括电缆（11），其中多个信号线（56,56 ......）
被捆扎在一起。用于偏置保护晶体管的两条信号线56A，56A包括在多条
信号线56,56中......两条信号线56A，56A分布在垂直于电缆11的轴线的
横截面中。是的。 点域
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